
第 148 回 ホリスティックフォーラム 

語り合い 

～私の思うホリスティック医学～ 

 

ホリスティック医学とヨガの死生観 

松嶌 徹 まつしま とおる 

 

１. [死] への恐れ 

・生物は本能的反射的に生きようとする 

・[死] への恐れは強力な行動原理となる 

・[死] に至る [病] [老] に打ち克つ医療 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２. 恐怖のエネルギー 

・不安・危険 ⇔ 安心・安全 

・報道とマインドコントロール 

・活動停止：ポリヴェーガル理論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３. あらためて、命とは？ 

・個体の致死率は 100％ 

・日本の死生観 

命の連続性：神道（on アニミズム） 

命の不滅性：仏教（on ヴェーダ） 

yogaとは心の働
．
き
．
の止滅である yogaś citta vṛtti nirodhaḥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. ホリスティック医学とは 

・死の受容と転生(説)～R.シュタイナー, Ｅ.ケイシー, B.ワイス, 矢作直樹… 

・体：科学×心：宗教・・・分断から量子力学による統合へ？ 

・知：不安危険／安心安全 のバランス（知識と洞察） 

・情：ひとりひとりのつながり（援助としての治療） 

・意：全身全霊に氣を通す生活（本来の生命力発動） 

  

 

参考「老年期における成長と充実した人生の探究～シュタイナーによるカルマの 

視点から～」丹羽敏雄先生（2023/08/28） 

会報『ニューズレター』Vol.116 特集「もしもに備える 終活のビジョン」 

 

2024/5/12 △ 

倒木更新・萌芽更新 


